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現状の課題

• 地球温暖化が進んでおり、解決のためには

脱炭素が求められる

• エレベーターの稼働で電力が消費され、電力

を生み出すために二酸化炭素が発生する

利用を減らすことで脱炭素に繋がると考えた 1



テーマ設定理由

• エレベーターの利用者削減で省エネ

階段利用＝簡単にできる脱炭素につながる

• 階段の利用が誰でもできる脱炭素につながる行動

ではないかと考えた
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計画

• 設置場所：秋田地方総合庁舎1階～6階

• 設置内容：ポスターの掲示・足跡の貼付

• 設置期間：11月8日～11月29日
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基礎データ採取期間

第１回目ナッジ検証期間

第２回目ナッジ検証期間



通常時

検証期間：11月8日～14日

検証内容：ポスターや足跡の掲示物なしで

階段・エレベーターの利用者数の計測
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ビジターカウンター

階段・エレベーターを使った人
をカウントする機器
（上り下り関係なく）



検証期間：11月15日～21日

検証内容：ポスター掲示・足跡の貼付による

階段・エレベーターの利用者の

増減の調査
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第１回目ナッジ検証



どのようなナッジを利用したのか

• 動物の足跡の貼付

• 動物に関する豆知識のポスターの掲示

• 階段利用で健康を促進するポスターの掲示
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ライオンの足跡

足跡設置
階段に何かあるのでは
と興味をひかせる
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ライオン
ロアーくんの足跡

ライオンラビット
ムースちゃんの足跡

動物の写真提供：大森山動物園
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第２回目ナッジ検証

検証期間：11月22日～28日

検証内容：第1回目ナッジ検証の条件

第1回目ナッジの結果を

ポスターにて掲示
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検証結果
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場所 通常時 第１回目 第２回目

エレベーター 4,073人 3,951人 3,759人

階段 6,167人 6,730人 6,333人

総利用者数 10,240人 10,681人 10,092人
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考察

• 全体的にエレベーター利用者数は減少傾向にある

階段を利用しようとする意識が定着していったの

ではないか

• 通常時から第１回目ナッジ検証の際階段利用者数が
一番増えた

ポスターの貼付によってエレベーター利用者に

階段利用を促すことができた 17



改善点

• それぞれの集計期間が1週間という短い期間だった

1ヶ月など長い期間を設けることで人数の差が

少なくなると考えた

• 第1回目のナッジから第2回目のナッジ検証に移った
際にあまり効果が見られなかった

どちらとも内容が似ていたため、ポスター以外の

掲示物を貼る等の飽きないための工夫が必要だった
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まとめ

• 通常時から第1回目にかけてエレベーターの
利用者数は減少した

• 第2回目のナッジで思ったより効果が出なか

ったためさらに効果を出すための工夫をしな
ければならないと感じた
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